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◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午
後５時30分、祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公
共交通機関のご利用を。
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市役所：河内長野市原町一丁目１番１号
※郵送の場合は〒 586-8501（住所不要）

☎ 53-1111（代表）

日
帰
り
キ
ャ
ン
プ
・

飯
盒
炊
飯
体
験

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
リ
ー
ダ
ー

の
指
導
で
、
野
外
で
楽
し
む
日
帰

り
キ
ャ
ン
プ
や
飯は

ん

盒ご
う

炊
飯
な
ど
の

講
義
と
実
技
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
生　

▼
と
き　

８
月
５
日
㈯
午

前
９
時
〜
午
後
３
時　

▼
と
こ
ろ　

赤
峰
市
民
広
場
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど

▼
定
員　

40
人
（
先
着
順
）
▼
参

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
で
。

問
地
域
教
育
推
進
課

　
　
　
　
　
（
☎
54
・
０
０
０
５
）

ジ
ュ
ニ
ア
キ
ャ
ン
プ

▼
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
１
〜

３
年
生　

▼
と
き　

８
月
26
日
㈯

〜
27
日
㈰
（
１
泊
２
日
）　

▼
と
こ

ろ　

滝
畑
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森

セ
ン
タ
ー　

▼
内
容　

野
外
炊
事
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
な
ど　

▼

定
員　
60
人
（
抽
選
）  

▼
参
加
費

３
５
０
０
円

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
で
。

問
地
域
教
育
推
進
課

　
　
　
　
　
（
☎
54
・
０
０
０
５
）

岩
湧
の
森
四
季
彩
館
の
催
し

■
夏
休
み
フ
リ
ー
ク
ラ
フ
ト

▼
対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
で
）　

▼
と
き　

７
月
25
日
㈫
〜
８
月
31
日
㈭
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

▼

と
こ
ろ　

岩
湧
の
森
四
季
彩
館

▼
参
加
費　

３
０
０
円　

▼
持
ち

物　

軍
手
、
持
ち
帰
り
用
袋

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
団
体
参
加

は
事
前
に
相
談
を
。

親
子
で
行
こ
う
！

夏
休
み
ご
み
施
設
見
学
会

　

ご
み
の
清
掃
工
場
や
資
源
ご
み

の
分
別
工
場
を
見
学
し
、
ご
み
の

減
量
や
資
源
化
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▽
サ
ン
ダ
ル
な
ど
で
の
参
加
は
不
可

と
き　

①
８
月
３
日
㈭
、
②
８
日

㈫
、
③
16
日
㈬
（
時
間
は
午
後
１

時
〜
４
時
）　

▼
行
き
先　

①
③

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
河

南
町
）、②
南
河
内
環
境
事
業
組
合

第
２
清
掃
工
場
▽
い
ず
れ
も
市
の

バ
ス
で
送
迎　

▼
集
合　

市
役
所　

▼
定
員　
各
20
人
（
抽
選
）　

▼
申

し
込
み　

は
が
き
か
電
子
メ
ー
ル

（k
a
n
k
y
o
u
eisei@

city
.

kaw
achinagano.lg.jp

）
に
参

加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
番
号
と

催
し
名
▽
メ
ー
ル
は
「
親
子
施
設

見
学
会
」
の
件
名
で
）
を
記
入
し

て
７
月
28
日
（
必
着
）
ま
で
に
環

境
衛
生
課
へ

問
環
境
衛
生
課

小
学
生
消
費
者
教
室

■
あ
か
り
の
エ
コ
教
室
〜
実
験
と

お
話
〜

　

自
分
で
電
気
を
起
こ
し
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
に
つ
い
て
考
え

よ
う
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
４
〜

６
年
生　

▼
と
き　

８
月
４
日
㈮

午
後
２
時
〜
３
時
30
分　

▼
と
こ

ろ　

ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ
バ
テ

ィ
な
が
の
南
館
３
階
）　

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み　

７
月
５
日
か
ら
電
話
で
か
わ
ち
な

が
の
消
費
者
協
会
へ

問
か
わ
ち
な
が
の
消
費
者
協
会

（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
内
、

　
　
　
　
　
　
☎
56
・
２
３
６
０
）

K Kiz

加
費　

５
０
０
円　

▼
申
し
込
み　

７
月
５
日
〜
15
日
ま
で
に
総
合
ス

ポ
ー
ツ
振
興
会
事
務
局
へ

問
同
事
務
局（
☎
26
・
７
６
６
０
）

自
然
と
友
だ
ち
に
な
る
３
日
間

「
学
び
の
森
」

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生　

▼
と

き　

８
月
４
日
㈮
〜
６
日
㈰　

（
２
泊
３
日
）　

▼
と
こ
ろ　

洞ど
ろ

川が
わ

キ
ャ
ン
プ
場（
奈
良
県
）　

▼
内
容

テ
ン
ト
泊
や
野
外
炊
事
な
ど　
　
　

▼
定
員　

60
人
（
抽
選
）
▼
参
加

費　

７
０
０
０
円

■
自
然
観
察
会

▼
対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
で
）　

▼
と
き　

７
月
16
日
㈰
午
後
１
時
〜
３
時
（
雨

天
中
止
）　

▼
と
こ
ろ　

岩
湧
の

森
四
季
彩
館　

▼
定
員　

10
人

（
抽
選
）　

▼
申
し
込
み　

往
復
は

が
き
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

（iw
aw
akinom

ori@
gm
ail.

com

）
に
代
表
者
の
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
、
参
加
者
全
員
の

氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
て
７
月
10

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
館
（
〒
586

ー
０
０
７
１
加
賀
田
３
８
２
２
の

１
）
へ

問
岩
湧
の
森
四
季
彩
館

　
　
　
　
（
☎
℻
63
・
５
９
８
６
）

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い

自
然
学
習
会

　

親
子
で
石
川
の
水
生
生
物
を
観

察
し
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
３
日
㈭
午
前
10
時

〜
正
午
（
雨
天
・
河
川
増
水
時
は

中
止
、
判
断
が
つ
か
な
い
場
合
は

当
日
午
前
７
時
30
分
〜
８
時
に
環

境
政
策
課
へ
確
認
を
）　

▼
と
こ

ろ　

石
川
出
合
橋
（
滝
畑
）
付
近

※
駐
車
場
が
な
い
の
で
無
料
送
迎

バ
ス
の
利
用
を
（
行
き
は
午
前
８

時
45
分
〜
55
分
に
河
内
長
野
駅
前

所
へ

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
を
▽
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
府
南
河
内
農
と
緑
の
総
合
事
務

所
滝
畑
ダ
ム
分
室
（
☎
62
・
３
６

７
２
）

K Kiz

発
、
帰
り
は
午
後
２
時
に
滝
畑
ダ

ム
発
）。

▼
申
し
込
み　

７
月
21
日
ま
で
に

電
話
で
同
課
へ

問
環
境
政
策
課

川
は
生
き
物
パ
ラ
ダ
イ
ス

石
川
で
魚
と
り
を
し
よ
う

▼
対
象　

小
学
生
〜
中
学
生
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
と
き　

８
月
６
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜
11

時（
雨
天
中
止
）　

▼
集
合　

長
野

公
園
管
理
事
務
所　

▼
定
員　

10

人（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み　
７

月
10
日
か
ら
電
話
で
事
務
所
へ

問
長
野
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
（
☎
62
・
２
７
７
２
）

ク
ー
ル
＆
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

〜
滝
畑
ダ
ム
探
検
〜

　

普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
滝

畑
ダ
ム
の
堤
体
内
部
の
探
検
や
、

磨ま

崖が
い

仏ぶ
つ

を
見
学
し
ま
す
。

と
き　

７
月
21
日
㈮
・
29
日
㈯
・

30
日
㈰
、
８
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

・
10
日
㈭
・
19
日
㈯
・
20
日
㈰
・

22
日
㈫
・
24
日
㈭
▽
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
０
時
30
分
〜
２
時　

▼

定
員　

各
25
人
（
先
着
順
）
▼
申

し
込
み　

７
月
10
日
か
ら
同
事
務

◉
今
月
の
焦
点
１
　
夏
休
み
の
催
し
い
ろ
い
ろ

自
然
と
触
れ
合
う

考
え
る

あ
　
、 

　
　
が
来
た
！

あ
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  ◉今月の焦点１　夏休みの催しいろいろ

ア
ー
ト
の
森
〜
創
作
ひ
ろ
ば
〜

　

自
然
豊
か
な
滝
畑
で
思
い
の
ま

ま
自
由
に
絵
画
や
造
形
制
作
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

８
月
17
日
㈭
・
18
日

㈮
・
19
日
㈯
・
20
日
㈰
▽
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

滝
畑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　

▼
定
員　

各
15
人

（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

幼
児
〜

中
学
生
＝
５
０
０
円
、
高
校
生
以

上
＝
１
０
０
０
円

※
絵
具
一
式
は
各
自
で
用
意
が
必

要
。

▼
申
し
込
み　

７
月
５
日
か
ら
電

話
で
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

姉
妹
都
市

子
ど
も
絵
画
交
換
・
絵
画
教
室

　

専
門
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

墨
と
和
紙
で
作
品
を
作
り
、
姉
妹

都
市
の
カ
ー
メ
ル
に
送
り
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
小
・
中
学

生　

▼
と
き　

８
月
８
日
㈫
午
後

１
時
〜
５
時　

▼
と
こ
ろ　

キ
ッ

文
化
連
盟
の

夏
休
み
子
ど
も
体
験
教
室

▼
対
象
・
内
容
な
ど　

下
表
の
と

お
り　

▼
と
き　

①
８
月
５
日
㈯

午
前
９
時
40
分
〜
午
後
０
時
30
分
、

②
６
日
㈰
午
前
９
時
40
分
〜
午
後

０
時
30
分
、
③
６
日
㈰
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分
、
④
27
日
㈰
午

前
９
時
40
分
〜
午
後
０
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス　

▼
参
加

費　

１
教
室
３
０
０
円　

▼
申
し

込
み　

往
復
は
が
き
に
住
所
、
子

ど
も
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
学
校

名
・
学
年
、
性
別
、
電
話
番
号
、
保

護
者
氏
名
、
希
望
日
と
希
望
教
室

名
（
①
②
③
④
各
１
教
室
ま
で
）

を
記
入
し
て
７
月
20
日
（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
文
化
連
盟
事
務

局
（
〒
586
ー
０
０
１
６
西
代
町
12

の
46
、
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
内
）
へ　

※
定
員
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
を
。

問
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
☎
56
・
６
１
０
０
）

▼
定
員　

各
10
組
（
抽
選
▽
１
組

３
名
ま
で
）　
▼
参
加
費　

１
３
０

０
円　

▼
申
し
込
み　

７
月
７
日

ま
で
に
電
話
か
電
子
メ
ー
ル

（kinkonkan@
sinrin.org

▽
住

所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電

話
番
号
、
催
し
名
、
参
加
人
数
、
参

加
希
望
日
時
を
記
入
）
で
同
館
へ

問
木き

ん

根こ
ん

館か
ん

（
☎
64
・
８
１
５
１
）

琴
親
子
教
室

　

文
化
庁
の
文
化
芸
術
振
興
費
補

助
金
を
活
用
し
た
教
室
で
す
。

▼
対
象　

幼
稚
園
児
〜
中
学
生

（
保
護
者
も
参
加
可
）　

▼
と
き　

７
月
30
日
㈰
、
８
月
19
日
㈯
、
９

月
２
日
㈯
、
16
日
㈯
、
10
月
21
日

㈯
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、

11
月
５
日
㈰
＝
午
後
１
時
〜
４
時
、

12
月
２
日
㈯
＝
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
、
９
日
㈯
＝
午
後
１
時

〜
午
後
４
時
▽
８
回
シ
リ
ー
ズ　

問
い
合
わ
せ　

図
書
館

　
　
　
　
　
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

め
ざ
せ
！

図
書
館
マ
ス
タ
ー

　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
し
て
、書

庫
の
扉
を
開
け
よ
う
。

▼
対
象
・
と
き　

①
小
学
３
年
生

＝
８
月
２
日
㈬
、
②
小
学
４
〜
６

年
生
＝
８
月
16
日
㈬
▽
時
間
は
い

ず
れ
も
午
前
10
時
20
分
〜
11
時
50

分
▽
保
護
者
同
伴
可　

▼
と
こ
ろ

図
書
館　

▼
定
員　

各
５
組
（
先

着
順
）　

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

図
書
館
探
検

ブ
ッ
ク
の
配
布

　

図
書
館
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
や

豆
知
識
が
い
っ
ぱ
い
の
図
書
館
探

検
ブ
ッ
ク
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
。

▼
対
象　

小
学
生　

▼
と
き　

７

月
29
日
㈯
午
後
２
時
30
分
〜　

▼

と
こ
ろ　

図
書
館　

▼
配
布
冊
数　

３
０
０
冊（
先
着
順
）　

▼
当
日
直

接
会
場
へ

夏
休
み
お
は
な
し
会

▼
対
象　

小
学
生
以
上 

▼
と
き　

①
７
月
23
日
㈰
午
後
７
時
〜
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
で
）、②
24
日

㈪
・
25
日
㈫
午
後
３
時
〜
▽
い
ず

れ
も
45
分
程
度　

▼
と
こ
ろ　

図

書
館　

▼
定
員　

①
12
組
（
抽
選
）、

②
各
25
人
（
先
着
順
）　

▼
申
し

込
み　

①
は
往
復
は
が
き
に
参
加

者
全
員
の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
学
年
、
電
話
番
号
と
催
し
名

を
記
入
し
て
７
月
14
日
（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
図
書
館
（
〒
586

ー
０
０
２
５
昭
栄
町
７
の
１
）
へ

▽
１
枚
で
１
家
族
ま
で
有
効
▽
電

話
、電
子
メ
ー
ル（tosho-kouza@

city.kaw
achinagano.lg.jp)

、窓

口
で
の
申
し
込
み
も
可
、
②
は
当

日
直
接
会
場
へ

夏
休
み

子
ど
も
科
学
教
室

■
顕
微
鏡
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
！

▼
対
象　

小
学
３
〜
６
年
生
と
そ

の
保
護
者　

▼
と
き　

７
月
23
日

㈰
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

図
書
館　

▼
定
員　

12
組
（
抽
選
）　

▼
申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員
の
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
学
年
、

電
話
番
号
と
催
し
名
を
記
入
し
て

７
月
14
日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま

で
に
図
書
館
（
〒
586
ー
０
０
２
５

昭
栄
町
７
の
１
）
へ
（
１
枚
で
１

家
族
ま
で
有
効
）
▽
電
話
、
電
子

メ
ー
ル
（tosho-kouza@

city.
kaw

achinagano.lg.jp

）
で
の
申

し
込
み
も
可

夜
の
お
は
な
し
会

　

夏
の
夜
、
公
民
館
で
ひ
ん
や
り

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
わ
い

話
も
少
し
あ
り
ま
す
。

▼
対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
で
）　

▼
と
き　

７
月
26
日
㈬
、
８
月
30
日
㈬
午
後

７
時
30
分
〜
８
時
15
分　

▼
と
こ

ろ　

千
代
田
公
民
館　

▼
定
員　

各
25
人
（
先
着
順
）　
▼
申
し
込

み　

７
月
５
日
か
ら
千
代
田
公
民

館
（
☎
55
・
１
１
２
５
）
へ

問
お
は
な
し
の
と
び
ら
の
渕
川
さ

ん
（
☎
54
・
１
５
１
９
）

K Kiz

K KizK Kiz

K Kiz

K Kiz

表
現
す
る

K Kiz

K Kiz

ク
ス　

▼
定
員　

25
人
（
先
着
）

▼
参
加
費　

３
０
０
円　

▼
申
し

込
み　

７
月
5
日
か
ら
電
話
で
国

際
交
流
協
会
へ

※
自
分
で
描
い
た
作
品
を
送
り
た

い
人
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
国
際
交
流
協
会

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
２
）

奥
河
内
子
ど
も

写
生
大
会
in
観
心
寺

　

前
大
阪
芸
術
大
学
教
授
の
末す

え

延の
ぶ

國く
に

康や
す

さ
ん
や
市
文
化
連
盟
の
ス
タ

ッ
フ
の
指
導
で
絵
を
描
き
ま
す
。

▼
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
で
）　

▼
と
き　
７
月
22
日
㈯
・

23
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ　

観
心
寺　

▼
定
員　

各
50
組
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込

み　

７
月
５
日
か
ら
電
話
で
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
▽
画
用

紙
の
配
布
、
画
版
の
貸
出
あ
り

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 K Kiz

ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館

い
つ
で
も
で
き
る
歴
史
体
験

■
藍
の
葉
っ
ぱ
で
た
た
き
染
め

　

藍あ
い

の
葉
を
布
の
上
で
た
た
い
て
、

葉
の
形
に
染
め
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
21
日
㈮
か
ら
（
葉

が
な
く
な
り
次
第
終
了
▽
１
０
０

人
程
度
▽
受
付
時
間
は
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
と
午
後
１
時
〜
４
時

▽
祝
日
以
外
の
月
曜
日
と
祝
日
の

翌
日
は
休
館
）　

▼
と
こ
ろ　
ふ
る

さ
と
歴
史
学
習
館

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館

　
　
　
　
　
（
☎
64
・
１
５
６
０
）

夏
休
み
親
子
木
工
体
験

時
計
＆
石
窯
ピ
ザ
を
つ
く
ろ
う

▼
と
き　

７
月
26
日
㈬
、
８
月
３

日
㈭
▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10

時
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
３
時

K Kiz

認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

話
や
劇
を
通
し
て
、
認
知
症
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
３
〜

６
年
生（
保
護
者
同
伴
可
）　

▼
と

き　

８
月
３
日
㈭
午
後
１
時
30
分

〜
３
時　

▼
と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス　

▼
定
員　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
申

し
込
み　

７
月
５
日
か
ら
電
話
で

い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
へ

問
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
展
示　

■
夏
休
み
歴
史
ク
イ
ズ　

む
か
し

の
道
具
〜
台
所
で
使
う
道
具
編
〜

▼
と
き　

７
月
21
日
㈮
〜
8
月
31

日
㈭
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
▽
祝

日
以
外
の
月
曜
日
と
祝
日
の
翌
日

は
休
館　

▼
と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と

歴
史
学
習
館

問
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館

　
　
　
　
　
（
☎
64
・
１
５
６
０
）

K Kiz

▼
と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス
ほ
か　

▼

申
し
込
み　

７
月
６
日
〜
７
月
30

日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
菊

伊い

祇し

さ
ん
へ

問
菊
伊
祇
さ
ん

　
　
　
　
　
（
☎
24
・
８
３
０
６
）

◉夏休み子ども体験教室◉
内容 対象 内容 対象 内容 対象

①

美術 ３歳～小学生

②

水墨画 ５歳～中学生

③

書道 小学生

三曲 小中学生 華道 小中学生 日本舞踊 ３歳～小学生

吟詠 ５歳～中学生 茶道 小中学生 民謡 小中学生

書法・篆刻 小中学生 太鼓 小中学生 合唱 ５歳～中学生

フラワーデザイン 小学生 新舞踊 ４歳～小学生
④
造花 小学生

郷土研究会 小中学生 切手 小中学生 郷土研究会 小中学生

学
ぶ
・
体
験
す
る

図
書
館

　
　
　
　 

の
催
し
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花
の
文
化
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
夏
休
み
キ
ッ
ズ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

７
月
〜
８
月
の
週
末
に
い
ろ
い

ろ
な
手
作
り
体
験
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
を
。

■
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン

　

芝
生
広
場
で
水
遊
び
が
で
き
ま
す
。

■
早
朝
観
蓮
会

　

早
朝
の
清
々
し
い
空
気
の
中
で

ハ
ス
を
楽
し
も
う
。

と
き　

７
月
15
日
㈯
〜
17
日
㈷
午

前
６
時
〜

問
花
の
文
化
園（
☎
63
・
８
７
３
９
）

木
根
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
夏
休
み
の
自
由
工
作
を
終
わ
ら

せ
よ
う
！

　

自
由
な
発
想
で
作
品
を
つ
く
ろ
う
。

対
象　

小
学
生
ま
で
（
保
護
者
同

伴
で
）

と
き　

７
月
22
日
㈯
・
23
㈰
▽
時

間
は
い
ず
れ
も
①
午
前
９
時
〜
正

午
▽
最
終
入
場
は
午
前
11
時
、
②

午
後
１
時
〜
４
時
▽
最
終
入
場
は

午
後
３
時

定
員　

各
30
組
（
先
着
順
）

費
用　

３
０
０
円 

申
し
込
み　

７
月
７
日
か
ら
電
話

か
電
子
メ
ー
ル
（kinkonkan@

sinrin.org

▽
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
催
し
名
を
記
入
）
で
同

館
へ

問
木き

ん

根こ
ん

館か
ん

（
☎
64
・
８
１
５
１
）

問い合わせ　農林課

今 年も開催！

開催
期間 8/1 ㈫～ 9/30 ㈯

　市内のシェフやパティシエが手がける、地元産フルーツ使用の限定メニューを食べて巡るスタンプラリーです。
スタンプを３個以上集めて応募すると、抽選で素敵な商品をプレゼントします。
地域のものを、地域で大切にしたい、そんな想いがこもったイベント、ぜひご参加ください。
※スタンプ台紙は、市商工会、イベント参加店、市役所にあります▷イベント参加店
などの情報は、市ホームページなどでお知らせします（奥河内フルーツラリーで検索）
▷「奥河内フルーツラリー」公式 Facebook も是非ご覧ください。
問い合わせ　産業観光課・市商店連合会（☎ 53-9900） Facebook QR コード

◉公民館の夏休み子ども教室◉
　公民館では、市内在住・在学の小中学生を対象にした工
作や科学、絵画などの教室を開催します。夏休みの自由課
題や楽しい思い出づくりのために、参加してみませんか。
各館の教室内容などは、下表をご覧ください。
申し込み（各館共通）　往復はがきに住所・氏名（返信

用にも記入）、ふりがな、学年、性別、電話番号と教室
名（保護者同伴の場合は保護者氏名も）を記入して、
申し込み期日（当日消印有効）までに
各館へ（１枚で１家族１講座のみ有効）
問い合わせ　各館

公民館名 教室名 対象 とき 定員（抽選） 費用 締切

天　野

料理教室「ピザランチを作ろう！」 小学３～６年生 ７月26日㈬午前10時～午後１時 12人 600円

７月14日
工作教室「レジンアクセサリー　
（ネックレス・ストラップ７）を作ろう！」小学３～６年生 ７月28日㈮午前10時～11時30分 20 人 700円

科学教室「ふしぎな貯金箱を作ろう！～
箱の中にお金を入れると小さくなる!?～」 小学３～６年生 ７月30日㈰午前10時～11時30分 12 人 500円

天　見

手芸教室「トートバッグのコラージュ」 小学３～６年生 ７月25日㈫午前10時～正午 16人 700円

７月14日
お菓子教室「簡単！薔薇のアップルパイ
と野菜の蒸しパンケーキ」 小学生 ７月27日㈭午前10時～正午 ８人 300円

工作教室「パクパク人形をつくろう」 小学生（1・2年生は保
護者同伴） 8月3日㈭午前10時～正午 20人 250円

囲碁教室「おっちゃんたちに教わる囲碁」 小中学生 ８月5日㈯午後1時～４時 10人 無料 ７月25日

親子自然クラフト「竹のクラフト」 小学生とその保護者 ８月20日㈰午後１時30分～４時 10組 1人100円 7月28日

加賀田

水辺の生きもの探偵団 小学生（保護者同伴可）７月26日㈬午前10時～正午 20人 無料

７月13日絵画教室「楽しく絵をかこう！」 小学生 ７月28日㈮午前9時30分～正午 20人 100円

紙ねんど教室 ｢ソフトねんどでドラゴ
ンを作ろう！ ｣ 小学生 ７月29日㈯午前10時～正午 15人 600円

川　上

トートバックに絵を描こう 小学生（保護者同伴可）7月29日㈯午前9時30分～正午 20人 700円
７月14日

色鉛筆で描いてみよう 小学生 ７月30日㈰午前9時30分～正午 10人 無料
工作教室「LEDでランプシェードを作
ろう」 小学生（保護者同伴可）8月6日㈰午前９時30分～正午 10人 700円 ７月22日

高　向
工作教室「絵つけmyおはしをつくろう」小学生とその保護者 ７月29日㈯午前10時～正午 20組 1296円 ７月10日

木工教室「親子でキンコンカン」 小学生とその保護者 ８月20日㈰午前10時～正午 15組 400円～
1900円 ７月14日

千代田

工作教室「紙コップロボットをつくろう！」 小学３～６年生 ７月29日㈯午前10時～正午 20人 600円

７月13日
親子で和菓子づくり 小学生とその保護者 ７月25日㈫午後1時～4時 12組 800円

君も芸術家 !? ～千代田公民館の『壁』
をプロデュースしよう～ 小学生 7月27日㈭午前10時～午後3

時30分 15人 無料

科学教室「色のふしぎ？」 小学生 7月28日㈮午後２時～４時 40人 200円

南花台

手描き友禅教室「手描き友禅を体験し
てみませんか」

小学生（1・2年生は保
護者同伴） ７月25日㈫午前10時～正午 10人 800円

７月14日工作教室「超簡単！手作り万華鏡」 小学2～６年生 ７月29日㈯午後１時30分～3時 15人 350円

陶芸教室「オリジナルマグカップをつ
くろう」 小学３～６年生 ７月30日㈰午前９時30分～

午後3時 16人 800円

三日市

河内音頭とおどるポンポコリンを踊りま
しょう！

小中学生（保護者同伴
可） 7月23日㈰午前10時～正午 20人 無料

7月14日
工作教室「レザークラフト教室」 小学生 7月29日㈯午後1時～4時 20人 600 円～

800円
工作教室「親子でべんがら染め体験」 小学生とその保護者 8月6日㈰午後１時～４時 10組 400円 ７月22日

天野公民館（〒586-0086天野町1520-5、☎55-6191）
天見公民館（〒586-0061岩瀬1244、☎63-4074）
加賀田公民館（〒586-0071加賀田617-4、☎62-2116）
川上公民館（〒586-0053寺元501、☎65-1612）

高向公民館（〒586-0036高向515-3、☎54-4548）
千代田公民館（〒586-0009木戸西町1-2-9、☎55-1125）
南花台公民館（〒586-0077南花台8-4-1、☎63-1131）
三日市公民館（〒586-0048三日市町288-1、☎62-6155）

K Kiz
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保健福祉部長
洞渕元秀

市民生活部長
松井欣一

総務部長
小西昌敏

上下水道部長
加山孝好

都市づくり部長
梅谷武博

子ども未来部長
原田佳代

会計管理者
田村公秋

総合政策部長
小林章良

消防長
中野隆司

総合事務局長
端山宏生

生涯学習部長
橋本 亨
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生きがいのある
創造的な社会の実現

　市民一人ひとりが生きがいを持
って、いきいきと創造的に暮らせ
る社会を実現するために、市民が
つながり、地域がつながる場をつ
くり、子どもの育ちや市民の学び・
スポーツ・文化活動を支援します。
■重点施策　生涯学習関連事業の
推進、子どもを守り育む環境づく
りの推進、歴史文化遺産の保護・活
用の推進、図書館サービスの推進

各行政委員会の適正・
効率的な事務の推進

　行政委員会の総合事務局は、市
行政部局から独立した執行機関と
して、４つの行政委員会（選挙管理
委員会、監査委員、農業委員会、固定
資産評価審査委員会）の事務局を所
管しています。各事務局では、それ
ぞれの専門性を踏まえて、適正かつ
効率的な事務の執行を推進します。
■重点施策　農地利用の最適化、
選挙啓発と投票環境の整備、監
査年間計画の実施と中期方針の
改訂、固定資産課税台帳の審査
申出への適正な対応

消防・救急救助体制の
整備と防火対策の強化

　災害や火災に迅速・的確に対
応できるよう、消防・救急救助
体制の整備を進めます。また、火
災による死傷者数の減少を目指
して、住宅防火対策の推進や、市
民の防火防災意識の高揚、立入
検査体制の充実・強化に取り組
むとともに、救急需要の増加へ
の対応強化を図ります。
■重点施策　消防・救急救助体制
の強化、消防職員の資質向上、違
反是正の強化、医療・防災関係機
関との連携強化

効率的・効果的な
行政運営と各施策の推進
　第５次総合計画等の着実な推進
と安定した財政基盤の確立のた
め、行政経営改革プランを推進し、
行政評価による効率的・効果的な
行政運営を目指します。また、市民
から信頼される職員の育成や効
果的なシティプロモーションの発
信、人権施策の推進など、市全般
の施策推進に取り組みます。
■重点施策　第５次総合計画などの
推進、職員の意欲・能力の向上、シテ
ィプロモーションの推進と広聴機能
の充実、人権施策推進プランの推進

適正な公金管理と
会計事務の推進

　市の施策推進を支える公金に
ついて、適正な予算執行と公正
な会計事務を推進します。また、
資金を適正に管理しながら、効
率的な運用を進めるなど、公金
の有利な運用管理に努めます。
■重点施策　適正な予算執行と
会計事務の推進、資金の適正な
管理と効率的な運用

地域総ぐるみによる
教育環境の充実

　「ふるさとのつながりによる豊
かな学び～輝く人づくりのため
に～」を合言葉に、地域総ぐるみ
による教育システムの確立に向
けて取組みを進めます。また、子
育て家庭を地域で支え、「家庭の
力」を育むことを目指し、豊かな
教育の推進と子育ち・子育てし
やすい環境づくりに努めます。
■重点施策　協働による学校づ
くりの推進、幼児期から一貫性の
ある教育の推進、教育環境の充
実、子育て支援の充実

魅力あるまちづくりと
持続可能な都市の形成

　次代にふさわしい魅力ある都市
として持続・発展していくため、
第５次総合計画などに掲げる集約
連携都市の実現を目指します。ま
た、道路などの都市インフラ施設
の適正な管理や整備、長寿命化に
努めるとともに、公共交通の維持・
充実を図り、安全で安心して暮ら
せるまちづくりに取り組みます。
■重点施策　公共交通の維持・充実、イン
フラマネジメントと市民協働の推進、道路
ネットワークの強化と道路環境の充実

信頼される便利な市役所と
協働のまちの推進

　市民の相談窓口として信頼され
る便利な市役所を目指すととも
に、自治会や地域まちづくり協議
会への支援を通じてコミュニティ
を活性化し、協働のまちづくりを推
進します。また、適正な課税や納税
環境の整備、適切な滞納整理を推
進し、自主財源の確保に努めます。
■重点施策　住民情報の適正管
理と窓口の充実、地域コミュニテ
ィの活性化と協働の推進、適正
公平な課税と徴収率の向上

持続可能で効率的・
健全な経営の推進

　健康で安全・快適な生活に不可
欠なライフラインとして、地震な
どに強い上下水道システムの構
築を図るため、老朽施設の更新を
進め、下水道の未普及地域の解消
などを図ります。また、持続可能な
経営を目指し、効率化・健全化を
進めるため、上下水道ビジョンな
どの具体的な検討を行います。
■重点施策　持続可能な上下水道経
営の構築、強靭な水道施設の構築、安
定した下水道整備の促進と施設管理

人の温もりが
感じられるまちの実現

　市民それぞれのライフステージに
応じた支援に取り組み、生涯にわた
り心身ともに健康でいきいきと暮ら
せるまちづくりを進めるとともに、高
齢者や障がい者の安心な暮らしのた
め、地域と関係機関の連携による支
援体制を構築します。また、生活のセ
ーフティーネットである社会保障制
度の健全で適正な運営に努めます。
■重点施策　地域包括ケアシステム
等の円滑な実施、障がい福祉サービス提
供体制の確保、社会保障制度の適正運営

安定した行財政運営と
番号制度における情報連携の構築
　総合計画の推進に向けて財政
の安定運営を推進し、持続可能な
公共施設のあり方の検討を進め
ます。また、指定管理者制度の運
用改善に取り組みます。さらに、
番号制度における情報連携基盤
の構築を確実に遂行します。
■重点施策　財政調整基金に頼
らない予算編成、公共施設再配置
計画策定の取り組み、指定管理者
制度の適正運用、番号制度におけ
る情報連携の構築

地域経済の創造と調和の
とれたまちづくりの推進

　豊かな自然環境を保全・活用し、循
環型社会の構築を進めます。また、市
内での雇用創出や商工・農業の発展
に努め、道の駅を拠点とした地産地
消の推進と、事業者や市民団体と連
携した戦略的な観光振興により交流
人口を拡大し、地域経済の創造と調
和のとれたまちづくりを推進します。
■重点施策　自然環境の保全・活用
と資源の有効利用、環境整備事業な
どの推進、道の駅の活性化、商工業・
観光の活性化、営農環境の整備

市民の安全・安心の
確保を目指して

　災害などから市民の生命と財
産を守るため、地域防災力の強
化、災害時行動力の強化、防犯対
策力の強化に取り組みます。ま
た、地域防災計画に基づく災害
予防対策の推進を目指し、全庁
的な事業継続計画などを作成す
るとともに、職員の危機管理能
力の向上を図ります。
■重点施策　地域防災力の強化、災
害時行動力の強化、防犯対策力の強
化、職員の危機管理能力の向上

生涯学習部

総合事務局

消防

総合政策部

会計管理

子ども未来部

都市づくり部 市民生活部

上下水道部 保健福祉部

総務部 環境経済部 危機管理

輝く未来に向けて
まちづくりを推進

市
で
は
、
各
部
局
が
今
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
や

そ
の
方
向
性
を
ま
と
め
た
「
部
局
運
営
方
針
」
を
公
開
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
第
５
次
総
合
計
画
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
人
・
自
然
・
歴
史
・
文
化
輝
く

ふ
れ
あ
い
と
創
造
の
ま
ち 

河
内
長
野
」
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

よ
り
見
え
る
形
で
行
政
運
営
を
進
め
る
こ
と
や
、
市
の
組
織
内
で
目
標
を

共
有
し
て
、
政
策
推
進
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※ 

詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
政
策
企
画
課

  ◉今月の焦点2　部局運営方針

  ◉今月の焦点2　部局運営方針
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自治会

夏
の
生
ご
み
対
策
に

ご
協
力
を

　

本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
水
分
を

多
く
含
む
生
ご
み
が
た
く
さ
ん
出

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
気
温
の

上
昇
と
と
も
に
細
菌
が
繁
殖
し
や

す
く
な
り
、
い
っ
そ
う
悪
臭
を
発

し
ま
す
。
次
の
点
を
参
考
に
、
生

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
食
材
は
計
画
的
に
購
入
し
、
作

り
す
ぎ
や
食
べ
残
し
を
減
ら
す
。

◎
生
ご
み
を
捨
て
る
時
は
、
三
角

コ
ー
ナ
ー
用
の
水
切
り
ネ
ッ
ト
な

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
手
続
き
は

余
裕
を
も
っ
て

　

夏
休
み
や
お
盆
休
み
の
あ
る
７

〜
８
月
は
、
申
請
が
多
く
な
り
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
パ
ス
ポ
ー

ト
申
請
手
続
き
は
余
裕
を
も
っ
て

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

受
付
時
間
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
で
す
が
、
受
付
終
了
間
際
も
混

雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
時
間
帯

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

業
務
日
時　

申
請
＝
平
日
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分
、
交
付
＝
平

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

問
市
民
窓
口
課

ど
を
利
用
し
水
分
を
十
分
切
る
。

◎
生
ご
み
処
理
機
器
な
ど
を
使
っ

て
生
ご
み
を
家
庭
で
処
理
す
る
。

問
環
境
衛
生
課

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　

不
法
投
棄
と
は
、
山
林
、
空
き

地
、
道
路
な
ど
に
み
だ
り
に
ご
み

を
捨
て
る
行
為
で
す
。こ
れ
は
、美

観
を
損
な
う
ば
か
り
か
、
新
た
な

不
法
投
棄
や
ご
み
の
散
乱
を
誘
発

し
、
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
法
律
に
よ
り
厳
し
い
罰

則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
個
人
の
場
合
は
、
５
年
以
下
の

懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０
万
円
以

事
業
所

大
阪
府
制
度
融
資
の
ご
案
内

〜
創
業
や
設
備
投
資
を
応
援
〜

■
開
業
サ
ポ
ー
ト
資
金

　

府
で
は
、
府
内
で
の
創
業
を
支

援
す
る
た
め
の
融
資
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
女
性
・
若
者
・
シ
ニ
ア
・

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
該
当
者
の
金

利
を
下
げ
る
と
と
も
に
、「
地
域
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
」
の
金
利
や

保
証
料
を
一
般
の
開
業
資
金
よ
り

も
低
く
設
定
し
、
自
己
資
金
要
件

の
緩
和
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
設
備
投
資
応
援
融
資

　

平
成
29
年
度
か
ら
、
資
金
使
途

下
の
罰
金
ま
た
は
そ
の
両
方

◎
法
人
の
場
合
は
、
３
億
円
以
下

の
罰
金

■
自
分
の
土
地
は
自
分
で
守
る

　

空
き
地
や
山
林
と
い
っ
た
人
の

目
が
届
き
に
く
い
私
有
地
へ
の
不

法
投
棄
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

私
有
地
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
場

合
、
そ
の
土
地
の
所
有
者
や
管
理

者
が
自
ら
の
責
任
で
処
理
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

柵
・
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
設
置
や

草
刈
り
を
行
う
な
ど
、
不
法
投
棄

さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

問
環
境
衛
生
課

や
融
資
期
間
な
ど
の
利
用
条
件
が

拡
充
さ
れ
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

資
金
使
途　

設
備
資
金
・
設
備
に

付
随
す
る
運
転
資
金(

設
備
資
金

の
２
分
の
１
以
内)

融
資
限
度
額　

２
億
円
（
う
ち
無

担
保
８
０
０
０
万
円
）

融
資
期
間　
10
年
以
内（
無
担
保
）、

20
年
以
内
（
有
担
保
）

金
利　

年
１
・
２
％
以
下
の
固
定

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
府
商
工
労
働
部
中
小
企
業
支
援

室
金
融
課
制
度
融
資
グ
ル
ー
プ

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
０
８
）

自
治
会

集
会
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
を
補
助

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
た
環
境
に
や
さ
し
い
集
会
施
設

の
建
設
促
進
、
お
よ
び
地
域
の
活

性
化
や
地
域
住
民
に
対
す
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
普
及
・

促
進
を
目
的
に
、
集
会
施
設
へ
の

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
方

法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
環
境
政
策
課

資
源
集
団
回
収
に
ご
協
力
を

■
昨
年
度
は
３
９
９
１
㌧
を
資
源
化

　

ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
し
、
ご
み
へ
の
関
心
を
高

め
よ
う
と
、
資
源
集
団
回
収
に
助

成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
自
治
会
や
子
ど
も
会

な
ど
環
境
衛
生
課
に
登
録
し
て
い

る
公
共
的
団
体
が
古
紙
類
・
古
布

類
・
金
属
類
を
定
期
的
に
回
収
し
、

再
生
業
者
に
引
き
渡
し
て
い
る
場

合
に
、
助
成
金
（
１
㌔
当
た
り
３

円
）
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
28
年
度
は
１
４
１
団
体
で

３
９
９
１
ト
ン
を
回
収
で
き
ま
し

た
。
こ
の
量
は
、
同
年
度
に
市
内

で
排
出
さ
れ
た
総
ご
み
量
の
約

１
・
６
か
月
分
に
相
当
し
ま
す
。

　

助
成
金
を
受
け
る
に
は
、
同
課

へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。ま
た
、助

成
金
は
地
域
の
環
境
美
化
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
衛
生
課

ご
み
・
し
尿
の
処
理
施
設
の

見
学
者
を
募
集

　

南
河
内
環
境
事
業
組
合
で
は
、

ご
み
・
し
尿
処
理
方
法
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
施
設
の
見

学
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
同
組
合
で
は
「
環
境
ふ
れ
あ
い

見
学
会
」
と
し
て
、
20
〜
25
人
程

度
の
団
体
に
は
バ
ス
送
迎
を
実
施

し
て
い
ま
す
▽
７
月
28
日
ま
で
に

同
組
合
へ
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
南
河
内
環
境
事
業
組
合

（
☎
33
・
６
５
８
４
）

暮らし 事業所

暮
ら
し

◉陶磁器製・ガラス製食器の回収
ところ とき

資源選別作業所
（上原西町２-28） 月～金曜日

（祝休日・年末年始を
除く）衛生処理場

（高向 2092）

★回収時間は資源選別作業所が午後１時
～３時▷衛生処理場が午前 10時～正午
▷もったいない市会場でも回収を実施
します。
★陶磁器製・ガラス製食器以外は回収で
きません▷洗ってからの持ち込みにご
協力を。

■もったいない市を開催
回収した食器で食器市を開催します。
気に入った食器があれば、無料でお持ち
帰りいただけます。
とき　７月 27日㈭午前 10時～午後１時
ところ　市役所

ごみに出せないごみ
■パソコン
　パソコンの製造メーカーなどでは、使わ
なくなったパソコンやパソコン用ディスプ
レイの自主回収・リサイクルを行っていま
す。詳しくはそれぞれのパソコンの製造
メーカーかパソコン３Ｒ推進協会（☎ 03-
5282-7685）へ問い合わせを。
※市の協定先であるリネットジャパン㈱
が宅配便によるパソコンの無料回収（１
箱分のみ）を行っています。詳しくはリ
ネットジャパンのホームページ（http://
www.renet.jp）をご覧ください▷市では
パソコンの回収は行っていません。
■中身の残ったカセットボンベやスプレー缶
　不要になったカセットボンベやスプレー
缶は、ガスが残った状態で捨てると、清掃
工場やごみ収集車の火災の原因となります
ので、必ず中身を使い切ってから、資源ご
み（カン・ビン・古紙等）の日に指定場所
へ出してください。
問環境衛生課

■スプリング入りマットレス
　清掃工場での処理・解体が困難なため、
スプリング入りマットレスは収集できませ
ん。なお、スプリング部分とそれ以外の部
分を分けていただければ、粗大ごみとして
収集することができます。
※マットレスの分解作業はシルバー人材
センターで実施していますので、料金など
詳しくは問い合わせを。
問シルバー人材センター（☎ 65-0256）

来
年
も
、日
本
遺
産
の

認
定
に
挑
戦
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

河内長野市長　島田智明

?
市
長
に

聞
き
ま
し
た

　

市
長
と
し
て
私
の
想
い
を
市

民
の
み
な
さ
ん
と
共
有
で
き
れ

ば
と
考
え
、
今
月
号
か
ら
市
長

コ
ラ
ム
を
始
め
ま
し
た
。

　

さ
て
、
来
年
２
月
に
は
、
再

度
、
日
本
遺
産
の
認
定
を
申
請

す
る
予
定
で
す
が
、
今
年
の
よ

う
に
、楠
木
正
成
・
正
行
を
テ
ー

マ
に
６
市
町
村
が
連
携
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

全
国
に
「
楠
木
正
成
・
正
行

ゆ
か
り
の
地
」
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
一
緒
に

取
り
組
ん
で
き
た
神
戸
市
、
四

條
畷
市
、
島
本
町
、
千
早
赤
阪

村
、
富
田
林
市（
五
十
音
順
）

の
状
況
も
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
連
携
体
制
を
前

提
と
せ
ず
、
本
市
の
歴
史
遺
産

に
特
化
し
た
テ
ー
マ
に
挑
戦
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
内
に
あ
る
国

宝
６
点
、
重
要
文
化
財
79
点
、

合
計
85
点
の
多
く
が
、
中
世
の

歴
史
遺
産
で
あ
る
こ
と
に
注
目

し
、
来
年
は
、
観
心
寺
と
金
剛

寺
を
軸
に
、「
中
世
に
栄
え
た

ま
ち
」
と
し
て
認
定
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
残
念
な
が
ら
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
昨

年
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
今

後
、「
楠
公
さ
ん
が
学
ん
だ
ま

ち
」
と
し
て
、
さ
ら
に
観
光
振

興
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

２
０
３
６
年
の
大
楠
公
殉
節

７
０
０
年
祭
ま
で
に
、「
楠
公

ゆ
か
り
の
地
」
を
世
界
遺
産
に

す
る
こ
と
が
私
の
夢
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
お
友
達

や
ご
家
族
と
、
市
内
の
歴
史
遺

産
を
巡
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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対
象　

家
族
の
介
護
を
し
て
い
る

市
内
在
住
者

と
き　

７
月
12
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
丘
（
上
田

町
）

申
し
込
み　

電
話
で
中
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

問
同
セ
ン
タ
ー（
☎
55
・
３
４
５
１
）

介
護
保
険
料
の

決
定
通
知
書
を
送
付

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

は
、
前
年
中
の
所
得
や
世
帯
の
市

民
税
の
課
税
状
況
な
ど
に
応
じ
て

決
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
28
年
中
の
所

得
な
ど
が
確
定
し
、
平
成
29
年
度

の
年
間
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

の
で
、
７
月
中
旬
に
65
歳
以
上
の

人
に
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

■
通
知
額
は
本
徴
収
分

　

今
回
通
知
す
る
保
険
料
の
額
は
、

本
徴
収
分
と
し
て
負
担
し
て
い
た

だ
く
額
で
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
た

び
確
定
し
た
年
間
保
険
料
か
ら
、

先
に
通
知
し
た
仮
徴
収
分
の
額
を

差
し
引
い
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
１
月
２
日
以

降
に
本
市
へ
転
入
し
た
人
で
、
所

得
な
ど
の
調
査
に
日
数
の
か
か
る

場
合
は
、
暫
定
保
険
料
を
通
知
し

て
い
ま
す
。
後
日
、
所
得
な
ど
が

分
か
り
次
第
、
保
険
料
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
納
付
方
法
は
２
種
類

　

介
護
保
険
料
の
納
め
方
に
は
、

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
引
き
落

と
し
）
と
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
）
が
あ
り
ま
す
。

■
納
め
忘
れ
に
ご
注
意
を

　

災
害
な
ど
の
特
別
な
理
由
が
な

く
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
利
用

中
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
を
い
っ

た
ん
全
額
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
り
、
３
割
負
担
に
な

っ
た
り
し
ま
す
（
通
常
は
１
割
ま

た
は
２
割
）。
ま
た
、
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
の
減
免
制
度

　

市
で
は
、
収
入
が
少
な
く
生
活

が
苦
し
い
人
な
ど
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
独
自
の
介
護
保
険
料

の
減
免
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

世
帯
の
年
間
収
入
や
預
貯
金
合
計

額
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
通
知
書
と
同
時
に
送
付

し
た
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
介
護
保
険
課

消
火
栓
愛
護
運
動
を
実
施
中

　

７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
に
、

消
火
栓
愛
護
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
消
防
水
利
（
消
火

栓
・
防
火
水
槽
な
ど
）
の
機
能
を

有
効
に
維
持
す
る
た
め
、
点
検
整

備
を
一
段
と
強
化
す
る
も
の
で
す
。

　

あ
な
た
の
命
と
財
産
を
守
る
消

防
水
利
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
違
法
駐
車
・
迷
惑
駐
車
は

消
防
活
動
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の

で
止
め
ま
し
ょ
う
。

問
消
防
署
（
☎
53
・
５
６
８
１
）

高
齢
者

お
試
し
元
気
ア
ッ
プ
プ
ラ
ス
教
室

　

お
住
ま
い
の
地
区
な
ど
で
自
主

的
な
体
操
の
つ
ど
い
開
催
に
向
け
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
っ
た
体
操
の
体
験
と

開
催
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

と
き　

７
月
26
日
㈬
午
前
９
時
45

分
〜
11
時
45
分

と
こ
ろ　

コ
ノ
ミ
ヤ
南
花
台
店

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

７
月
５
日
か
ら
電
話

で
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
へ

問
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

　

介
護
保
険
制
度
が
見
直
さ
れ
、

平
成
29
年
８
月
か
ら
、
負
担
の
上

限
が
左
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
市
民
税
課
税
世
帯
（
※
）

は
、
現
行
の
３
万
７
２
０
０
円
か

ら
４
万
４
４
０
０
円
に
変
更
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
１
割
負
担
の

み
の
世
帯
は
、
平
成
29
年
８
月
か

ら
３
年
間
、
年
間
上
限
額
が
44
万

６
４
０
０
円
（
３
万
７
２
０
０
円

×
12
か
月
）
と
な
り
ま
す
。

問
介
護
保
険
課

介
護
保
険
の

負
担
割
合
証
を
送
付

　

要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受

け
た
人
お
よ
び
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
で
事
業
対
象
者
と
判
定
さ
れ

た
人
全
員
に
、
８
月
か
ら
の
利
用

者
負
担
の
割
合
（
１
割
ま
た
は
２

割
）
が
記
載
さ
れ
た
介
護
保
険
負

担
割
合
証
を
７
月
中
に
送
付
し
ま

す
の
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
事
業
所
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
介
護
保
険
課
ま
た
は
い
き
い
き

高
齢
・
福
祉
課税

金

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
青
谷
さ
ん
を
再
任

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
、
青あ

お

谷た
に

賢け
ん

治じ

さ
ん
（
69
歳
）
を
選
任
し
ま

し
た
。
青
谷
さ
ん
は
平
成
20
年
６

月
18
日
か
ら
同
委
員
に
就
任
し
、

今
期
で
４
期
目
。
住
所
は
あ
か
し

あ
台
で
、
任
期
は
平
成
32
年
６
月

17
日
ま
で
で
す
。

問
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
事

務
局

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放
送

　

市
内
47
か
所
に
設
置
し
て
い
る

防
災
行
政
無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
を
用

い
て
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
地
震
速
報
（
訓
練
報
）
の

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
地
震
発
生
時
の
安
全
行
動

に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

第
２
期
分

■
７
月
31
日
ま
で
に
納
付
を

　

ま
だ
納
付
し
て
い
な
い
人
は
最

寄
り
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
納
付
額

30
万
円
ま
で
）
な
ど
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
（
手
数
料
不
要
）。
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
あ
れ
ば
、休

日
・
夜
間
を
問
わ
ず
利
用
で
き
ま

す
。
ま
た
、
安
心
・
簡
単
・
確
実

な
口
座
振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

税
理
士
に
よ
る

無
料
税
務
相
談
（
予
約
制
）

と
き　
７
月
11
日
㈫・25
日
㈫
、
８

月
８
日
㈫
・
22
日
㈫
い
ず
れ
も
午

後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所

内
容　

所
得
税
や
相
続
税
、
経
理

な
ど
に
関
す
る
相
談

※
納
税
協
会
・
南
河
内
府
民
セ
ン

タ
ー
（
い
ず
れ
も
富
田
林
市
）
で

も
開
催
し
て
い
ま
す
▽
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
を
。

申
し
込
み　

電
話
で
近
畿
税
理
士

会
富
田
林
支
部
事
務
局
へ

問
同
事
務
局（
☎
25
・
６
２
５
０
）

と
き　
７
月
５
日
㈬
午
前
10
時
15
分

※
気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

放
送
内
容　
（
チ
ャ
イ
ム
）
こ
ち
ら

は
、
ぼ
う
さ
い
か
わ
ち
な
が
の
し

で
す
。
た
だ
い
ま
か
ら
訓
練
放
送

を
行
い
ま
す
。（
緊
急
地
震
速
報
チ

ャ
イ
ム
音
）
緊
急
地
震
速
報
。
大お

お

地じ

震し
ん

で
す
。
大
地
震
で
す
。
こ
れ

は
訓
練
放
送
で
す
。（
３
回
繰
り
返

す
）
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
か
わ

ち
な
が
の
し
で
す
。
こ
れ
で
訓
練

放
送
を
終
わ
り
ま
す
。（
チ
ャ
イ
ム
）

問
危
機
管
理
課

認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
の
つ
ど
い

　

医
師
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た

り
、参
加
者
同
士
で
日
々
の
悩
み
を

語
り
合
っ
た
り
し
て
、い
い
介
護
の

ヒ
ン
ト
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。

対
象　

認
知
症
の
人
と
認
知
症
の

人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

と
き　

８
月
５
日
㈯
、
10
月
７
日

㈯
、
12
月
２
日
㈯
、
２
月
３
日
㈯
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ

バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
内
）

参
加
費　

４
０
０
円
（
河
内
長
野

家
族
の
会
の
会
員
は
無
料
）

※
認
知
症
の
人
も
一
緒
に
参
加
で

き
ま
す
▽
介
護
を
希
望
す
る
場
合

は
ご
相
談
を
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

河

内
長
野
家
族
の
会
の
濱
名
さ
ん

（
☎
63
・
２
６
０
２
）、
富
岡
さ

ん
（
☎
53
・
９
８
５
８
）

介
護
サ
ロ
ン
「
終
活
の
お
話
」

　

終
活
の
お
話
と
交
流
会
を
行
い

ま
す
。
介
護
相
談
も
で
き
ま
す
。

高齢者

安
全
安
心

区分 限度額
（平成29年８月から）

現役並み所得者相当の人 44,400円
市民税課税世帯（※） 44,400円

世帯全員が市民税非課税 24,600円

生活保護の受給者の人など 15,000円

前年の合計所得と課税
年金収入額の合計が
80 万円以下の人など

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

ルールを守って楽しい 花火
■花火遊びは迷惑にならない場所と時間と後始末
①注意書きをよく読み、必ず守る。
②人や家に向けたり、燃えやすいもの
のある場所で遊んだりしない。
③風の強い時や、深夜はしない。
④消火のための水を用意する。
⑤大人と一緒に遊ぶ。
⑥たくさんの花火に一度に火をつけない。
⑦正しい位置・方法で火をつける。手持ちの筒花火は、
手の位置に注意。
⑧吹き出し、打ち上げなど筒もの花火は、途中で火が
消えてものぞかない。また、火をつける時も筒先に顔
や手を出さない。
⑨花火をポケットに入れたり、ほぐして遊んだりしない。
⑩花火遊びが終わったら、ごみは必ず持ち帰る。
問消防本部予防課（☎ 53-3699）

税金安全安心

ヘルプマークを配布しています
　市では、援助や配慮を必要として
いる人が、周囲の人々に知らせるこ
とで配慮を得やすくする「ヘルプ
マーク（赤地に白字）」を啓発する
ため、６月からヘルプマークの配布
を開始しています。
　このマークを見かけて、困ってい
るようであれば声をかけるなど、思

いやりのある行動をお願いします。
対象　義足や人工関節を使用している、内部障が
いや難病、妊娠初期など援助や配慮を必要として
いる人（障がい種別・等級、病名などによる条件
はありません）
配布場所　障がい福祉課、障がい者福祉センター
あかみね
問同課、同センター（☎ 56-1590）

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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上う
え

田だ

霊れ
い

宣せ
ん

さ
ん

3 2

1

4

10

川
上
地
区

（
延
命
寺
の
青
葉
ま
つ
り
）

◉川上地区
Kawakami

1本堂前の入場儀式「庭
の讃」2本堂内部では声
明や読経が行われる 3青
葉まつりでは野菜や雑貨
類、お菓子など様々なお店
が出される 4晩秋には美
しい紅葉が見られる延命寺

※延命寺は美加の台駅より
南海バス神ケ丘口徒歩12分。

①のみ青
葉
ま
つ
り
と
は
、
真
言
宗
の
開
祖

で
あ
る
弘
法
大
師
（
空
海
）
の
降ご

う

誕た
ん

会え

（
誕
生
日
を
祝
う
法
要
）
で
あ
り
、

延
命
寺
で
は
毎
年
、
新
緑
が
鮮
や
か
な
５

月
５
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
正
午
に
な

る
と
僧
侶
が
列
を
な
し
て
境
内
を
進
み
、

本
堂
前
で
「
庭
の
讃さ

ん

」
と
呼
ば
れ
る
入
場

の
儀
式
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
本
堂
内

部
で
声し

ょ
う

明み
ょ
う

や
読
経
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
堂
正
面
に
設
え
ら
れ
た
花は

な

御み

堂ど
う

で
は
、弘
法
大
師
の
稚
児
像
が
安
置
さ
れ
、

参
拝
者
が
甘
茶
を
か
け
る
灌か

ん

仏ぶ
つ

が
行
わ
れ

ま
す
。
な
お
、
当
日
は
境
内
に
雑
貨
や
小

物
、
地
元
野
菜
、
焼
き
菓
子
な
ど
の
出
店

も
あ
り
、
収
益
の
一
部
は
東
日
本
大
震
災

の
復
興
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

延
命
寺
は
寺
伝
に
よ
れ
ば
、弘
法
大
師

が
当
地
を
訪
れ
、建
立
し
た
と
さ
れ
、

そ
の
後
、
寛
永
16
年（
１
６
３
９
）
に
こ
の

地
に
誕
生
し
た
浄じ

ょ
う

厳ご
ん

が
高
野
山
で
の
修
行

の
後
に
中
興
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
浄
厳
は
、

江
戸
時
代
の
高
僧
で
第
５
代
将
軍
綱
吉
を

は
じ
め
諸
大
名
の
帰
依
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
境
内
に
は
、こ
の
僧
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

　

青
葉
ま
つ
り
は
「
弘
法
大
師
降

誕
会
」
と
い
う
大
師
の
誕
生
を
お

祝
い
し
、
大
師
の
教
え
が
広
ま
り
、

衆し
ゅ

生じ
ょ
う（

す
べ
て
の
生
き
物
）
に
恵

み
が
あ
る
よ
う
お
祈
り
す
る
法
要

で
す
。「
弘
法
大
師
」
と
い
う
名

前
は
弘こ

う

法ぼ
う

利り

生し
ょ
うと

い
っ
て
仏
の
教

え
を
広
め
、
生
き
と
し
生
け
る
も

の
に
恵
み
を
も
た
ら
し
た
と
い
う

業
績
に
因
ん
で
醍
醐
天
皇
か
ら
贈

ら
れ
た
も
の
で
す
。
当
山
に
あ
る

毘び

沙し
ゃ

門も
ん

天て
ん

（
多
聞
天
）
は
仏
法
を

守
り
、
衆
生
に
恵
み
を
与
え
る
も

の
で
、
ま
さ
に
大
師
の
願
い
を
具

現
化
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市政と関連情報 モックル生活ガイド

古
典
芸
能
鑑
賞
会
　
文
楽

■
主
な
出
演
者

太
夫　

豊と
よ

竹た
け

呂ろ

太だ

夫ゆ
う

三
味
線　
鶴つ

る

澤さ
わ

清せ
い

治じ

（
人
間
国
宝
）

人
形　

桐き
り

竹た
け

勘か
ん

十じ
ゅ
う

郎ろ
う

【
昼
公
演（
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
）】

桂か
つ
ら

川が
わ

連れ
ん

理り
の

柵し
が
ら
み（

六ろ
っ

角か
く

堂ど
う

の
段
・
帯お

び

屋や

の
段
・
道み

ち

行ゆ
き

朧お
ぼ
ろ

の
桂か

つ
ら

川が
わ

）

【
夜
公
演
（
午
後
５
時
30
分
〜
７
時

30
分
）】

曽そ

根ね

崎ざ
き

心し
ん

中じ
ゅ
う

（
生い

く

玉た
ま

社し
ゃ

前ぜ
ん

の
段
・

天て
ん

満ま

屋や

の
段
・
天て

ん

神じ
ん
の

森も
り

の
段
）

■
チ
ケ
ッ
ト
は
好
評
発
売
中

対
象　

小
学
生
以
上
（
６
歳
未
満

の
子
ど
も
の
入
場
不
可
）

と
き　

９
月
23
日
㈷

と
こ
ろ　

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
▽
全

席
指
定

前
売
券　

３
３
０
０
円
▽
①
ラ
ブ

リ
ー
ホ
ー
ル
、
②
キ
ッ
ク
ス
、
③
ニ

シ
バ
タ
楽
器
千
代
田
セ
ン
タ
ー
、④

イ
ー
プ
ラ
ス
な
ど
で
販
売
▽
⑤
ロ
ー

ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
（
☎
０
５
７
０
・
０

０
０
・
７
７
７
）
で
も
購
入
可

昼
夜
通
し
券　

５
５
０
０
円

学
生
券　

１
５
０
０
円

学
生
昼
夜
通
し
券　

２
５
０
０
円

※
通
し
券
の
取
扱
い
は
①
②
の
み
。

※
当
日
券
は
午
前
９
時
か
ら
①
で
発

売
▽
３
８
０
０
円
▽
昼
夜
通
し
券
と

学
生
券
は
前
売
と
同
額
▽
お
弁
当

券
１
０
０
０
円
（
当
日
販
売
な
し
）。

■
小
学
生
〜
高
校
生
を
無
料
招
待

　

文
化
連
盟
で
は
、
伝
統
文
化
に

身
近
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
、
小

中
高
校
生
を
無
料
招
待
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学

５
年
生
〜
高
校
生
（
小
学
生
は
昼

公
演
の
み
）

定
員　

昼
・
夜
公
演
各
１
０
０
人

（
抽
選
）

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
住

所
・
子
ど
も
の
氏
名
（
返
信
用
に

も
記
入
）、
ふ
り
が
な
、
電
話
番
号
、

学
校
名
・
学
年
、
性
別
、
保
護
者

氏
名
と
希
望
公
演
名
（
昼
・
夜
）

を
記
入
し
て
８
月
31
日
（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
同
連
盟
事
務
局

（
〒
586
ー
０
０
１
６
西
代
町
12
の

46
、
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
内
）
へ
▽

１
人
に
つ
き
１
公
演
の
み
有
効

問
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

（
☎
56
・
６
１
０
０
）

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
’17

　
「
新
し
い
学
び
へ
の
歩
み
〜
未

来
を
創
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
会
（
全

体
会
）
と
分
科
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
内
容　

①
８
月
２
日
㈬
午

後
１
時
〜
４
時
35
分
＝
講
演
会

（
全
体
会
）、
②
３
日
㈭
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
＝
分
科
会

と
こ
ろ　

①
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
、②

く
す
の
か
ホ
ー
ル
・
キ
ッ
ク
ス

申
し
込
み　

分
科
会
へ
の
参
加
は

７
月
20
日
ま
で
に
電
話
で
教
育
指

導
課
へ（
全
体
会
は
申
し
込
み
不
要
）

問
教
育
指
導
課

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
か
み
ね
の
催
し

❶
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
「
ち
ょ
っ

と
で
」
〜
プ
ー
ル
〜

対
象　

市
内
在
住
の
精
神
障
が
い

者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者

と
き　

７
月
12
日
㈬
午
後
１
時
〜

３
時

と
こ
ろ　

寺
ケ
池
公
園
プ
ー
ル

定
員　

10
人
（
抽
選
）

参
加
費　

１
０
０
円

申
し
込
み　

７
月
７
日
ま
で
に
同

セ
ン
タ
ー
へ

❷
夏
休
み
「
あ
か
み
ね
」
ウ
キ
ウ

キ
企
画

対
象　

市
内
在
住
の
障
が
い
者
手

帳
を
所
持
す
る
小
学
生
〜
高
校
生

と
保
護
者
、
介
護
者
（
ペ
ア
で
参

加
を
）

と
き　

８
月
９
日
㈬
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ　

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
あ
か
み
ね

内
容　

風
鈴
作
り
と
ア
ン
ガ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
お
話
〜
イ
ラ
イ
ラ

の
鎮
め
方
を
親
子
で
考
え
よ
う
〜

定
員　

８
組
（
抽
選
）

参
加
費　

１
組
２
０
０
円

❸
Ｉ
Ｔ
講
習
会
「
ゆ
っ
く
り
基
礎

か
ら
ワ
ー
ド
初
級
講
座
」

　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
し
て

の
参
加
も
可
能
で
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
障
が
い
者
手

帳
所
持
者

と
き　

８
月
10
日
〜
来
年
２
月
22

日
の
第
２
・
４
木
曜
日
（
祝
日
は

除
く
）
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
あ
か
み
ね

定
員　

５
人
（
抽
選
）

❷
❸
の
申
し
込
み　

７
月
31
日
ま

で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

問
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
か

み
ね（
☎
56
・
１
５
９
０
、
℻
56
・

１
５
９
２
）

ピ
ア
セ
ン
タ
ー

か
わ
ち
な
が
の
の
催
し

❶
み
ん
な
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う

対
象　

市
内
在
住
の
視
覚
障
が
い

者
、
目
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
き

て
不
安
に
思
っ
て
い
る
人

と
き　

７
月
20
日
㈭
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
あ
か
み
ね

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

❷「
あ
い
ら
ぶ
工
房
」
見
学

　

聴
覚
障
が
い
者
が
通
う
「
あ
い

ら
ぶ
工
房
」（
大
阪
市
）
を
見
学
し

ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
聴
覚
障
が
い
者

と
き　

７
月
11
日
㈫
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
３
時
▽
集
合
は
南
海
河

内
長
野
駅
改
札

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

※
交
通
費
、
昼
食
費
は
実
費
。

申
し
込
み　

①
は
７
月
５
日
〜
13

日
に
、
②
は
７
月
３
日
〜
10
日
に

ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か
わ
ち
な
が
の
へ

問
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か
わ
ち
な
が
の

（
☎
56
・
１
６
９
０
、
℻
56
・
１
６

９
２
）

障がい者教育・文化

教
育
・
文
化

障
が
い
者
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な
お
、
保
険
診
療
を
受
け
る
と

き
の
自
己
負
担
割
合
な
ど
は
平
成

28
年
中
の
所
得
に
基
づ
き
再
判
定

さ
れ
た
も
の
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
の

集
団
健
診
（
無
料
）

　

特
定
健
診
は
取
扱
医
療
機
関
で

個
々
に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
よ
り
多
く
の
人
に
受
診
い

た
だ
く
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

集
団
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
が
ん
検
診
（
有
料
）
も

併
せ
て
受
診
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
40
歳（
今
年
度
中
に
40

歳
に
な
る
人
を
含
む
）〜
74
歳
の
人

※
今
年
度
に
取
扱
医
療
機
関
で
個

別
に
特
定
健
診
ま
た
は
人
間
ド
ッ

ク
を
受
診
し
た
人
や
、
受
診
す
る

予
定
の
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

と
き　

７
月
25
日
㈫
午
前
８
時
30

分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

保
険
証
と
特
定
健
診

受
診
券
を
用
意
し
て
電
話
で
保
険

年
金
課
へ

※
が
ん
検
診
の
詳
細
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
を
。

の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は

現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
８
月
か
ら
老
人
医
療
証
が「
う
す

緑
色
」
に

　

更
新
の
対
象
者
に
は
、
新
し
い

医
療
証
を
７
月
下
旬
ま
で
に
送
付

し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
は
所
得
制
限
が
あ

り
、
所
得
制
限
を
超
え
る
人
に
は

別
途
通
知
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
は
受
給
資
格
が
な

い
人
で
も
所
得
が
低
下
し
た
場
合

は
、
受
給
資
格
が
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
を
。国

民
健
康
保
険

保
険
料
の

納
付
通
知
書
な
ど
を
送
付

　

平
成
29
年
度
の
保
険
料
率
は
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

決
定
し
た
保
険
料
率
と
加
入
者

の
平
成
28
年
中
の
所
得
な
ど
に
よ

り
、
平
成
29
年
度
の
保
険
料
を
決

定
し
、
納
付
通
知
書
な
ど
を
加
入

世
帯
へ
７
月
に
送
付
し
ま
す
。

　

納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
８
月
上

旬
に
保
険
料
の
還
付
通
知
書
を
送

付
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
の
納
付
は

納
期
限
ま
で
に

■
本
算
定
分
の
納
付
書
な
ど
を
送
付

　

平
成
29
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
お
知
ら
せ
す
る
納
付

書
な
ど
を
、
７
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
。
詳
し
く
は
同
封
の
お
知
ら

せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
ま
た
は
大
阪
府
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
☎
06

・
４
７
９
０
・
２
０
２
８
）

８
月
か
ら

被
保
険
者
証
が
「
桃
色
」
に

　　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
７
月

下
旬
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。
お
手

元
に
届
い
た
時
か
ら
ご
使
用
い
た

だ
け
ま
す
。

８
月
か
ら

新
し
い
減
額
認
定
証
に

　

新
し
い
減
額
認
定
証
は
、
７
月

下
旬
ま
で
に
該
当
者
に
送
付
し
ま

す
。
な
お
、
被
保
険
者
証
と
は
別

に
送
付
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
通
知
に
同
封
し
て

い
る
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

倒
産
・
解
雇
な
ど
で

離
職
さ
れ
た
人
の
軽
減
制
度

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
を
有
す
る

特
定
受
給
資
格
者
（
倒
産
・
解
雇

な
ど
に
よ
る
離
職
）
や
、
特
定
理

由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な
ど
に
よ

る
離
職
）
に
は
、
保
険
料
軽
減
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

軽
減
の
適
用
に
は
届
出
が
必
要

で
す
。
対
象
者
や
軽
減
内
容
な
ど

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

国

民

年

金

保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
の
申
請
を

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
免
除
申
請
し
て
承

認
さ
れ
れ
ば
保
険
料
が
免
除
ま
た

は
減
額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
50
歳

未
満
の
人
は
申
請
し
て
納
付
猶
予

が
承
認
さ
れ
れ
ば
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
７
月
分
か
ら
来
年
６
月
分

ま
で
の
免
除
や
納
付
猶
予
を
希
望

す
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
８
月

末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い（
継

続
審
査
対
象
者
は
免
除
・
納
付
猶

予
手
続
き
は
不
要
で
す
）。
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
場
合
は
原
則
所
得

申
告
が
必
要
で
す
。

申
請
方
法　

年
金
手
帳
と
印
鑑
を

持
っ
て
保
険
年
金
課
へ

※
平
成
28
年
１
月
１
日
以
降
に
失

業
し
た
場
合
は
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
な
ど
が
必
要
▽
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
を
。

追
納
制
度
の
利
用
を

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
や
納

付
猶
予
な
ど
を
受
け
た
期
間
が
あ

る
と
、
保
険
料
を
納
め
た
場
合
よ

納
付
困
難
な
場
合
は
相
談
を

　

特
別
な
事
情
で
納
期
限
ま
で
に

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
分
割
納

付
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

70
歳
未
満
の
加
入
者
の

新
し
い
限
度
額
適
用
認
定
証
を

送
付

　

70
歳
未
満
の
加
入
者
が
保
険
診

療
を
受
け
る
と
き
に
、
限
度
額
適

用
認
定
証
（
非
課
税
世
帯
は
、
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
）
を
提
示
す
る
と
、
医
療
機

関
の
窓
口
で
の
支
払
い
は
自
己
負

担
限
度
額
（
月
額
）
ま
で
と
な
り

ま
す
が
、
同
認
定
証
の
有
効
期
限

が
、
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
す
で
に
同
認
定
証
を

お
持
ち
の
人
に
は
、
８
月
１
日
以

降
に
お
使
い
い
た
だ
く
認
定
証
を

７
月
末
ま
で
に
住
民
登
録
し
て
い

る
住
所
に
送
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
に
滞
納
が
あ

る
と
、
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
で
、
過
去
１
年
間
に
通
算
90

日
以
上
の
入
院
を
し
た
こ
と
が
あ

る
人
は
、
入
院
時
の
食
事
負
担
額

が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
に
は
、
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
証
と
印
鑑
、
入
院
分
の

請
求
書
・
領
収
書
な
ど
が
必
要
。

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
加
入
者
の

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
送
付

　

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は
、
７

月
末
ま
で
に
住
民
登
録
し
て
い
る

住
所
に
送
付
し
ま
す
。

　

届
い
た
ら
、８
月
１
日
以
降
、医

療
機
関
で
、
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
証
と
と
も
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

フォト

保険・年金

り
も
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
保
険
料
を
10
年
前
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
追
納
制
度
を
利
用
す
る
と
、

保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
と
同
じ

金
額
で
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
３
年
目
以
降

の
分
を
追
納
す
る
時
は
、
当
時
の

保
険
料
に
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

問
保
険
年
金
課
ま
た
は
天
王
寺
年

金
事
務
所
（
☎
06
・
６
７
７
２
・

７
５
３
１
）

平成29年度保険料率

医療分 後期支援分 介護分

所得割 8.10％ 3.22％ 3.51％

均等割 27,600 円 10,680 円 11,040 円

平等割 20,640 円 7,980 円 5,760 円

限度額 540,000 円 190,000 円 160,000 円

所得区分 外来（個人単位） 外来+入院（世帯単位）

現役並み 57,600 円
80,100 円

+（医療費－267,000円）×１％
＜（※２）多数回44,400円＞

一般
14,000 円

（※１）自己負担限度額（年額）
144,000 円

57,600 円
＜（※２）多数回44,400円＞

低所得Ⅱ 8,000 円 24,600 円
低所得Ⅰ 15,000 円
（※1）平成 29年８月診療分以降、翌年７月 31日までの自己負担額の合計
（※2）過去 12か月以内に世帯単位で３回高額療養費に該当した場合の４回目以降のこと

日
本
年
金
機
構
の
お
知
ら
せ

　

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要

な
保
険
料
の
納
付
期
間
が
、
平
成

29
年
８
月
１
日
よ
り
25
年
か
ら
10

年
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な

る
人
に
日
本
年
金
機
構
よ
り
「
短

縮
」
と
記
載
し
た
黄
色
の
封
筒
を

順
次
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
お
手

元
に
届
き
ま
し
た
ら
「
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」（
☎
０
５
７
０
・
05
・

１
１
６
５
）
で
予
約
の
う
え
、
早

め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
天
王
寺
年
金
事
務
所

（
☎
06
・
６
７
７
２
・
７
５
３
１
）

高
額
療
養
費
の

自
己
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

　

70
歳
以
上
の
人
の
医
療
費
に
つ

い
て
、平
成
29
年
８
月
１
日
よ
り
自

己
負
担
限
度
額
（
月
額
）
が
左
表

災害発生時の避難生活に支援
　５月26日、河内長野市社会福祉施設連絡会と
「災害発生時等における福祉避難所等の協力に関
する協定」を締結しました。今後、配慮を要する
被災者が避難生活を余儀なくされた場合に、同連
絡会の会員法人や施設に、避難生活への支援や保
育に関する協力などを要請するものです。

保
険
・
年
金

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

国民健康保険の
日曜臨時窓口を開設

■平日お忙しい人はご利用を
とき  7月23日㈰午前９時～午後５時30分
ところ　保険年金課　
内容　届け出や保険料の納付、納付相談など
※必要書類などは問い合わせを。

70歳以上の人の医療費の自己負担限度額（月額）

フォト 市政と関連情報 モックル生活ガイド
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　５月27日に奥河内くろまろの郷で道の駅オープ
ニングイベントが開催されました。国土交通省か
ら市長に道の駅登録証が渡された後、関係者らに
よるテープカットが行われ、府内で10番目となる
道の駅が誕生しました。
　この日は、ポップコーンや射的、ガラガラ抽選
などの屋台の出店や、野菜の詰め放題、道の駅記
念きっぷの販売など子どもから大人まで楽しめる
イベントが行われ、大勢の人で賑わいました。また、
玉ねぎの収穫体験では、参加した子どもたちが初
めての収穫を楽しんでいました。

　５月 19 日、市役所１階市民ホールでシティホ
ールコンサートが行われました。本市初の市民オ
ーケストラである河内長野フィルハーモニックが、
創立を記念して開催したものでバイオリンやビオ
ラ、チェロによる演奏に、会場に集まった人は熱
心に聞き入っていました。同オーケストラは団員
募集中とのことで、今後はラブリーホールでの練
習を経て定期公演を開催する予定です。

　西條合資会社と大阪府、本市の３者共同で進められ
た滝畑ダム地酒熟成プロジェクト。この事業は滝畑ダ
ムの魅力を生かした地域振興・観光振興を目的に実施
したもので、昨年12月に滝畑ダム湖底とダム工事用の
トンネルに地酒を設置。約５か月間の熟成期間を経て、
温度が安定した湖底などでの熟成状況を関係者に披露
する検証報告会が６月９日にありました。報告会では地
酒の数値分析や蔵主による官能検査（利き酒）の結果
などを発表。酒蔵熟成と比べてアミノ酸が増えるなど
数値的な違いが見られ、蔵主は「まろやかで角がとれ
て一層美味くなったようなので、本市の特産品としてぜ
ひ取り組みたい」と語っていました。

滝畑ダムでまろやかな味に
滝畑ダム地酒熟成プロジェクト

Photo new
s kaw

achinagano

ラグビーを楽しむ少年少女たち
ラグビーフェスタ

　５月 28 日、下里運動公園人工芝球技場で第２回
河内長野市ラグビーフェスタが開催されました。午
前中はラグビー体験イベントとして、幼児と小学生
がパス回しやタックル、ボール蹴りなどをして楽し
みました。また、正午からは平成 28 年度全国高等
学校ラグビーフットボール大会出場校の和歌山工業
高等学校と御所実業高等学校の対戦もあり、迫力の
あるプレーが見られました。他にも小学生や中学生
による試合も行われ、一生懸命試合に取り組む姿勢
に多くのラグビーファンが魅了されました。

賑わい味わいふれあいの駅
道の駅奥河内くろまろの郷オープン

市民オーケストラ誕生
シティホールコンサート

まちの話題をお届けします

道の駅スタンプ帳（300円/
税込）と道の駅記念きっぷ
（180円 /税込）


